○科学館（仮称）基本構想（案）の加筆・修正箇所について
１．6ページ「(2) 最近新設された科学館について」を修正
なお、中四国には科学館が14館ある。これらの平均延べ床面積は4,258㎡であった。
　　　　　　　　↓
なお、公立科学館は44都道府県に136館あり、１都道府県あたり、3.1館となっている。これらの平均延べ床面積は4,742㎡である。
２．16ページ「(4) ネットワーク機能」に加筆
　　
· 県内には、物理・化学系の博物館や類似の施設がないことから、既設の高知県工業技術センターや高知県環境研究センターなどの公的な研究機関と協力体制を構築する。
３．18ページ「(5) 体験型重視の活動内容」を修正
科学館は、「見て、触れて、感じて、作って、学び遊ぶ」といった基本コンセプトのもと、体験型展示を重視するとともにし、観察や実験を重視した系統的な学びと体験を中心とした定期的・継続的な科学教室の開催によるなどにより科学館学習から、子どもたちが「また来たい」と思えるような学習の場であることがを提供することが重要と考えである。またそして、子どもだけでなく、大人や専門家も集い、交流し、学び合う場であることが望ましくいのはもちろんであるが、さらに野外での活動・観察により自然を理解する場へと展開することが期待される。

↓
科学館は、「見て、触れて、感じて、作って、学び遊ぶ」といった基本コンセプトのもと、体験型展示を重視し、系統的な学びと体験を中心とした定期的・継続的な科学教室の開催などにより、子どもたちが「また来たい」と思えるような学習の場を提供することが重要である。そして、子どもだけでなく、大人や専門家も集い、交流し、学び合う場であることが望ましく、さらに野外での活動・観察により自然を理解する場へと展開することが期待される。

４．25ページ「ｲ 地球の不思議」の本文の最後に加筆

　　　
また、東北地方太平洋沖地震を踏まえ、巨大地震による揺れや津波などが引き起こす自然災害を、科学的な視点から正しく理解させるとともに、南海地震の防災のあり方について考えさせる。
資料４








